
スマート活線警報器システムの開発

感電リスクの確認・判断を人から機械へ

ポイント

1 活線接近の危険は見えにくく、
作業者個人の気づきや経験に依存

2
危険情報を現場従事者全員で
即時に共有しにくい

3
安全・品質の向上に向けて、
危険情報の視える化が必要

解決の方向性

1 危険を検知し、関係者へ確実に伝達
できる仕組みが必要

2
検知した情報を通信・アプリを通じ
て現場従事者全員に共有

3 人の判断を機械が支援できる構成

活線接近の危険を、検知・通知・共有するシステムを開発

活線接近の危険は、現場従事者
個人の目視や感覚に依存しやす
く、周囲や管理者にも即時共有
しにくい
この課題を解決するため、近接
警報器・通信機能・通知アプリを
組み合わせた

スマート活線警報器システム

を開発した
クラウドサーバー

個人の依存から機械で支援する安全管理へ

将来運用現行運用

通知画面スマート活線警報器

活線接近は、気づき・声掛け 活線接近を現場従事者全員へ共有

共同開発メーカ
セイコーソリューションズ（株）
長谷川電機工業（株）

1 気づき

2 声掛け


